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■ 暴れ吉野川
吉野川は暴れ川として有名であり、古来から現在

に至るまで頻繁に洪水被害を発生させ、流域住民を
悩ませてきた。江戸時代には藩による吉野川下流域
の築堤事業が実施され、明治期にかけても水防竹林
の整備は続いた。戦後、国による築堤事業が進み、

堤防の整備とともに竹林の一部は伐採された。水防
竹林に替わり、堤防による治水が進み、流域の洪水
被害は激減し、古くから続いてきた竹林は水防機能
を終えたとみられるが、まとまった広がりを維持しな
がら連続する竹林は今も地元住民に大切にされ、こ
の地域の『土木遺産』とも評価されている。現在で

も徳島県三好郡から美馬市にかけての川沿いには
多くの竹林が残っており、美馬市舞中島地区は吉野
川中流域の原風景とも言われる景観である。
この水防竹林はなぜ整備され、ながらく残ってき
たのであろうか。

■ 水害の歴史
吉野川の洪水記録に残る最も古いものは、886（仁
和2）年で、その後の洪水についても沿川市町村に
数多くの記録が残されている。藩政期に洪水防御
のため堤防を築く努力はなされていたものの、毎年
のように水害が発生していた。
藩政期の著名な水害としては、1772（享保7）年6

月23日の大洪水においては「潰家311 戸、溺死者1、
流失牛馬 6」（蜂須賀家記）との記録があり、また
1849（嘉永2）年7月8日の「酉の水」又は「阿呆水」
と呼ばれる大洪水では死者250名に及んだと伝えら
れている。また藩政末期の1866（慶応2）年7月末か
ら8月始めに至る「寅の水」といわれる大洪水では、
死者2,140人から3万余人との記録が残る未曽有の
大水害であった。吉野川右岸の徳島市国府町にあ
る蔵珠院の過去帳にはこの大水害によって死亡し
た檀家の人々に関する記述が残り、また壁には「座
上二尺」の高さに洪水の水位がくっきり残されてい
る。この水位は寺の周囲の畑から約3mの高さにあ
たり、これらの資料は慶応2年の大水害のすさまじ
さを物語っている。
明治以降も吉野川の洪水被害は大きく、戦後の

1954（昭和29）年にはジューン台風による大きな被
害が生じている。

■ 水防竹林の整備と技術的要点
吉野川では、江戸時代より藩による吉野川下流域

の築堤事業が実施されていたが、財政難で中流域
の堤防築堤に手が回らず、水位上昇の遅延を目的
とした遊水地機能を吉野川中流域に持たせるため
に敢えて堤防を構築せず、水勢緩和機能を担う安
価な竹林整備が奨められた。
水防竹林は、洪水時に竹林で水勢を緩和して家

屋や農地を激しい洪水流から防御するとともに、肥
沃な泥水を農地に入れ、適度な土砂を堆積させるこ
とで土地を肥沃化させ、藍栽培を活発に進めること
につながった。舞中島地区の対岸、美馬市脇町は
『うだつの町並み』として知られるが、江戸時代に藩
が藍栽培を奨励したことから、舞中島地区で生産さ
れた良質の藍の集積地でもあった。『うだつ』は藍の
流通により栄えた富の証でもある。結果として吉野
川の洪水の恩恵を受けることが地域の経済に貢献
したわけである。
水防竹林は、主として集落の上流側から末端に至

る河岸に設置され、宅地や農地に対して川の上流部
に設置して洪水が直撃するのを防いだ。吉野川の河
岸に盛土して掻

かき

寄
よせ

堤
てい

を設け、その前面にマダケを植
えて竹林として成長させる。洪水の都度、竹林内に
流入する泥水の流速を軽減し、土砂を竹林に堆積
させて成育基盤を拡大していく。水平方向に根茎を
伸ばす竹は洪水時にも流失しにくく、竹が相互に連
結して水勢を抑える。水防竹林は技術的には極め
てシンプルで、特殊な構造物を築いているわけでは
ない。従って、高度な技術は必要ないが、洪水後に
は洪水で残置された流木や巨石等を排除したり、平
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時から適宜間伐して竹の間隔を整えたり、竹以外の
植物の混入を制限、枯死した竹を除去するなどその
維持管理が重要であった。
一方間伐で得られた竹材は、和傘やうちわなどの
竹製品に加工され、地域の代表的な産物のひとつと
もなっていた。さらに洪水によって残置される土砂
が客土となって、連作障害を起こしやすい藍栽培に
有益であったことから、竹林は長期間にわたって維
持されることにつながった。水防竹林は、竹を群生
させることで、強固過ぎず、脆弱過ぎず、緩い洪水
対応能力を発揮し、洪水と共生したと言える。
竹林を吉野川に沿って人家や農地の緩衝帯とし

て配置し、家屋は地盤が相対的にわずかでも高い自
然堤防上に立地した。それでも大洪水時には自然
堤防の高さを超える水位となることもあり、家財道
具や人命を守ることができないことから、敷地の最
上流側に高石垣を築き、その上に蔵などの建造物を
設けて対応していた。最上流部の石垣は水位対策
とともに強い水流から家屋群を守り、また、床上浸
水に備えて家財道具を引き上げたり住民避難用の
小舟も確保されるなど、さまざまな工夫がなされて
いた。

■ 地域における水防竹林
先人たちの努力で築かれた水防竹林であるが、堤

防整備の過程で撤去されたものや、一部は竹林から
農地や宅地へと変貌している。住民の中には地域
の景色が変わることを残念に思う声がある一方で、
土地利用の観点からは利用価値が現在ではそれほ
ど高くない竹林は不要との声も上がる。今後、全て

の水防竹林をそのままの状態で残すことはできない
かもしれないが、水害の被害を軽減してきた歴史的
事実を後世に残す存在であることから、洪水制御等
に支障がある場合を除き、地域の景観として残すこ
とに意義はある。舞中島地区では、洪水と共に生き
た証として『文化的景観』に指定して保存する方向
であり、対岸の脇町とともにかつて阿波の藍生産の
繁栄を誇った地区として名を留める。吉野川沿川で
は、河川敷の利活用として水防竹林を公園整備に
取り込んでいる地域もあり、竹林は河川と一体化し
た景観を作り出し、地元の資源として位置づけられ

て残ることだろう。

■ 水防竹林の維持と今後
吉野川の堤防が整備されたことにより、現在残っ

ている水防竹林の多くは堤外（堤防よりも川側）に
位置している。水防機能への期待は小さくなったが、
ほぼ単一植物のまとまった植生は吉野川の川面と
接して、他にはない吉野川沿川特有の景観となって
いる。
半世紀前までは竹を製品の材料として利用する
生活様式が残っており、維持・管理を含めて水防竹
林は上手く活用されていたが、近年では竹の利用が
激減し、放置されたケースが散見される。可能であ
れば、民芸品等の利用に留まらず、生長が早い竹の

特性を活かした利用が進み、地域の活動の一環とし
て近隣住民や県内外からも理解者の協力を得て、
維持管理されるのが理想である。
戦前、吉野川と並行して近くを走る徳島本線（現

JR徳島線）から見る竹林は美林として有名であった
というが、現在では水防竹林であることを知らなけ
れば、「吉野川の岸辺にはやけに竹が多いな。」で見
過ごしてしまうかもしれない。川を渡る風に竹林が
不規則に揺れ、緑が微妙に変化する。川の薄青色、
河川敷の白色と調和し、慌ただしい時間や喧噪を一
時忘れさせてくれる。
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